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開花から１ヵ月程でフワフワとした実をつけ
る。これがチングルマの由来

仙丈ケ岳から撮影した北岳のシルエットと富
士山。少しの早起きと、天候が見方してくれれ
ば、こんな景色も見ることができる
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チ
ン
グ
ル
マ
は
そ
の
実
の
形
が
子
ど

も
の
遊
ぶ
「
風
車
」
に
似
て
い
る
た
め
、

そ
の
名
を
「
稚
児
車
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
背
丈
の
わ
り
に
大
き

な
白
い
花
を
咲
か
せ
、群
生
し
て
い
ま
す
。

チ
ン
グ
ル
マ
が
咲
く
南
ア
ル
プ
ス
の
仙

丈
ケ
岳
は
日
帰
り
で
も
登
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
平
成
十
一
年
に
立
て
直
さ

れ
た
仙
丈
小
屋
に
一
泊
し
て
写
真
の
よ

う
な
富
士
山
と
北
岳
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を

見
る
の
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

科名：バラ科

花期：７月下旬～８月下旬

や
ま
の
く
に

山
の
花

チングルマ（稚児車）

夏は水辺で遊ぶ機会も増えます。水の事故から子どもたちを守ることはもちろん

ですが、大人も事故に遭わないために、次のことに注意しましょう。

溺れた人には、できる限り早く応急手当てを行うことです。

手当ては次の手順で行います。

暑
い
夏
を
迎
え
、
レ
ジ
ャ
ー
や
ス

ポ
ー
ツ
中
の
事
故
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。
特
に
毎
年
み
ら
れ
る

の
が
、水
の
事
故
や
熱
中
症
な
ど
。

こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

知
識
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
万
が
一
起

こ
っ
て
し
ま
っ
た
事
故
に
対
処

で
き
る
よ
う
応
急
手
当
て
を
覚

え
て
お
け
ば
、
一
命
を
取
り
留
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

汗などにより失われた水分を補給しないと体温の調節能力や運動機能が低下し、ひ

どい場合には熱中症になるおそれがあります。熱中症を防ぐために、次のことに注意

しましょう。

軽くからだをたたき、耳
元で声をかけて反応を
見る。反応がなければす
ぐに助けを呼ぶ。

足の裏を刺激して反応
を見る。意識がなく、ぐ
ったりしている場合は
すぐに助けを呼ぶ。

片手を額に当て、もう一
方の手の指2本をあご先
に当て、鼻孔がちょうど
上へ向くくらいあご先を
持ち上げ、気道を確保す
る。
頭を軽く後方に反らし、
気道を確保する。

呼吸が再開しなければ
人工呼吸を行う。気道を
確保したまま、息をゆっ
くり2回吹き込む。

呼吸がなければ、人工呼
吸を行う。鼻と口を一緒
に口で覆い、まず2回息
を吹き込む。 

からだの動きなどがな
ければ心臓が停止して
いると判断し、直ちに心
臓マッサージを行う。

反応がなければ、心臓が
止まっていると判断する。

両手を重ね、ひじを伸ば
して体重をかけ15回（毎
分80～100回）の心臓マ
ッサージの後、2回の人工
呼吸を繰り返す。

指2本で胸が沈む程度に、
1分間に100回の速さで
5回圧迫。再び人工呼吸
を1回行う。

軽症（熱ケイレン）
塩分の不足
四肢や腹筋のケイレン
筋肉痛

脱水症（熱疲労）
脱水、全身倦怠感、脱力感
大量の発熱、めまい、頭痛
吐き気、頻脈、顔面蒼白

熱中症
高体温で意識障害

吐き気や嘔吐などで水分補給ができない場合は、病院
へ運び点滴を受ける必要があります。

救急車到着までの
あいだ、冷却措置を
とる。氷やアイスパ
ックがあれば頚部、
脇下、そけい部など
の太い血管を冷や
すと効果的。
呼吸脈拍がない場
合、人工呼吸と心臓
マッサージを行う。

救急車を呼ぶ

病院へ

足を高くして寝かせ、手
足を抹梢から中心部に
向けてマッサージする
のも効果的

体を冷やしながら、設
備や治療スタッフが整
った集中治療ができる
病院へ一刻も早く搬送
する。

病院へ

涼しい場所（風通しのよい場所など）に運び、衣服を緩めて寝かせる

意識がある 意識がない

可能であれば水分、食塩
を補給、（0.2%食塩水＝
１リットルの水に 2 g の
食塩）

生理食塩水（0.9%の食
塩水＝１リットルの水に
9gの食塩）を補給

水泳や水遊びなどを行
う場合には、必ず保護者
などが付き添って監視
しましょう。

体調が悪いとき、危険区
域の指定や警告がされ
ているところでは絶対
に泳ぐことがないよう
にしましょう。

湖沼などでボート遊び
をする場合は、ボートか
らの飛び込みなど危険
な行動をとらないよう
にしましょう。

濡れた衣服を脱がせて、毛布な
どで全身をくるみ保温します。
全身マッサージを行い、できる
だけ早く病院へ連れていきま
しょう。

回 復

熱中症の発見

急な気温の上昇には
特に注意しましょう。

あついときは無理な
運動をひかえましょう。

失った水と塩分をこまめ
に補給しましょう。汗から
は水と同時に塩分も失わ
れますので、水分の補給に
は0.2％程度の食塩と5％
程度の糖分を含んだもの
が適当です。

体調が悪いときは
運動をひかえましょう。

救急車を呼びます。呼吸がない
場合は心肺蘇生法の手当ての
仕方に従って人工呼吸や心臓
マッサージを行います。

呼吸が戻っても水を吐くこと
もあります。横向きに寝かせて
気道を確保します。救急車が到
着するまで、毛布などにくるん
で保温します。

助骨縁に沿って、中央
の突起した部位を探
しその窪んだ部分か
ら大人で２横指分上

症状によっては、応急手当てを行うとともに、一刻も早く救急車を呼び、病院

に搬送して適切な処置を受けさせる必要があります。１１９番で救急車を呼

ぶときは、慌てず、消防署員の質問に落ち着いてはっきりと答えましょう。

1 「救急」を告げる。

2 現在の場所（町名、番地）、目印になる建物などを伝える。

3 症状の程度を簡潔に伝える。

0 消防署員から応急手当の方法を聞いた場合は、その手当を行う。

4 自分の名前と携帯電話などの番号を伝え、患者の名前や年齢がわかれば伝える。

救急車の呼び方

救急車がくるまで


